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ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
（
一—

七
二
）

—

不
二
一
元
と
い
う
生
き
方—

山　
　

本　
　

和　
　

彦

ま
え
が
き

　

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
の
な
か
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ
（
不
二
一
元
）
派
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ

ニ
』（V

ivekacūḍām
aṇi 

識
別
の
宝
冠
）
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
全
訳
す
る
。
全
五
八
一
詩
節
あ
り
分
量
が
多
い
の
で
、
五
回
に
分
け

て
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
で
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
安
住
せ
よ
」
と
い
う
教
え
が
頻
出
す
る
。
こ

の
教
え
を
「
不
二
一
元
な
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
生
き
よ
」
と
解
釈
し
て
、「
不
二
一
元
と
い
う
生
き
方
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
け

た
。

　
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
の
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
刊
本
や
写
本
の
奥
付
で
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
（Śaṅkara

）
作
と
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が1
、
初
代
シ
ャ
ン
カ
ラ
師
（Ā

di Śaṅkara Ā
cārya

七
〇
〇—
七
五
〇
年
頃
）
作
で
は
な
い
と
い
う
研
究
が
多
い2
。
本
書
は
『
ブ

ラ
フ
マ
ス
ー
ト
ラ
註
』
や
『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
註
』
な
ど
シ
ャ
ン
カ
ラ
真
作
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
内
容

に
思
想
的
な
深
さ
が
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
文
体
は
詩
的
で
あ
り
、
非
常
に
美
し
い
。
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
文
章
を
絶
妙
に
組
み

合
わ
せ
て
、
自
分
の
思
想
を
表
現
す
る
と
い
う
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
初
代
シ
ャ
ン
カ
ラ
師
で
は
な
く
、
何
代
目
か
の
シ
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ャ
ン
カ
ラ
師
作
で
あ
る
と
い
う
研
究
も
あ
る3
。
た
と
え
初
代
シ
ャ
ン
カ
ラ
師
の
真
作
で
な
く
て
も
、
本
書
は
ア
ド
ヴ
ァ
イ
タ
派
の
思
想
が

簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
以
降
の
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
基
本
的
な
思
想
を
知
る
上
で
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　

解
脱
論
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
す
べ
て
の
学
派
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
の
特
徴
と
し
て
現

生
解
脱
（
ジ
ー
ヴ
ァ
ン
ム
ク
テ
ィ4
）
を
積
極
的
に
認
め
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
解
脱
論
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
知
行
併
合

論5
に
つ
い
て
は
、
祭
式
行
為
が
否
定
さ
れ
て
い
る
程
度
で6
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）
に
つ
い
て
は
、

シ
ャ
ン
カ
ラ
は
重
要
視
し
な
い
が7
、『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
で
は
解
脱
の
直
接
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る8
。
さ
ら

に
存
在
・
知
・
歓
喜
（
サ
ッ
ト
・
チ
ッ
ト
・
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
と
い
う
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
定
義
が
出
て
来
る
が9
、
こ
れ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
以
降
の
思
想

で
あ
る
。

　
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
は
、Srirangam

 1910

版
で
全
五
八
一
詩
節
あ
る
。
註
釈
書
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
年
代
に
近
い

も
の
は
存
在
し
な
い
が
、Encyclopedia of Indian Philosophies (Vol. I, 1970, 1983, 1995)

な
ど
に
よ
れ
ば
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　

Prabhā (K
eśavānanda Yati, 1800).

　

Subodhinī (H
aridatta M

iśra, 1901).

　

V
ivekodaya (Śrī Saccidānanda Śivābhinava N

ṛsiṃ
ha B

hārati M
ahāsvām

i, 1858‒1912).

　

Vyākhyā (C
andraśekhara B

hāratī, 1892‒1

11

954).

　

B
hāvaprakāśa (Veṅkaṭanātha, 1982).

　
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
が
七
〇
〇
年
代
に
生
存
し
て
い
た
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
真
作
で
あ
れ
ば
、
最
古
の
註
釈
書
が
一
八

〇
〇
年
と
い
う
の
は
違
和
感
が
あ
る
。
現
代
語
訳
はM

adhavananda 1921
な
ど
多
数
あ
る
が
、
学
術
的
な
も
の
は
多
く
な
い
。
ま
た

『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
は
、『
ア
デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（A

dhyātm
opaniṣad 

ア
ー
ト
マ
ン
に
関
す
る
奥
義
書11
）

を
二
四
回
引
用
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が11
、
現
代
語
訳
の
多
く
は
そ
の
点
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
は
『
ヴ
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ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
に
は
『
ア
デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
が
五
九
詩
節
登
場
す
る
。『
ア
デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
は
韻
文
が
七
〇
詩
節
と
散
文
の
序
論
と
結
論
と
が
あ
り11
、
詩
節
で
は
約
八
割
が
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ

ニ
』
と
重
な
る
。
引
用
が
多
く
、
順
番
も
正
確
に
守
ら
れ
て
お
り
、
異
読
も
少
な
い
。
こ
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
非
常
に
親
近
性
が
あ

る
。
引
用
文
は
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
手
の
込
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
も
あ
る11
。『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
は
『
ア

デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
を
引
用
す
る
際
、
そ
れ
が
天
啓
聖
典
で
あ
る
こ
と
や
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
な
い
。
ま
た

シ
ャ
ン
カ
ラ
真
作
で
は
、
引
用
さ
れ
る
天
啓
聖
典
は
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、『
ア
デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
』
の
よ
う
な
新
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
は
珍
し
い
。
こ
の
点
を
根
拠
に
、
中
村
一
九
八
九
ａ
で
は
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』

は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
真
作
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る11
。
さ
ら
に
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
は
『
カ
イ
ヴ
ァ
ル
ヤ
・
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
』、『
ア
ド
ヴ
ァ
ヤ
タ
ー
ラ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ヌ
リ
シ
ン
ハ
プ
ー
ル
ヴ
ァ
タ
ー
パ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ニ

ル
ア
ー
ラ
ン
バ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ナ
ー
ラ
ダ
・
パ
リ
ヴ
ラ
ー
ジ
ャ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
テ
ー
ジ
ョ
ー
・
ビ
ン
ド
ゥ
・
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ト
リ
パ
ー
ド
・
ビ
ブ
ー
テ
ィ
・
マ
ハ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ハ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
』
な
ど
の
新
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
か
ら
の
引
用
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
と
親
近
性
が
あ
る
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
識
別
」（
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
）
と
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
（
魂
）
と
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
（
感
官
や
身
体

な
ど
）
と
の
識
別
で
あ
る11
。
ア
ー
ト
マ
ン
（ātm

an

我
）
は
個
人
の
主
体
、
本
質
、
魂
、
自
己
、
身
体
の
所
有
者
（dehin

）
で
あ
る
。
こ
の
ア

ー
ト
マ
ン
と
万
物
を
超
越
し
た
最
高
絶
対
の
根
本
原
理
で
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
（brahm

an

梵
）
と
の
同
一
性
（
梵
我
一
如
）
が
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ
ド
文
献
や
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
主
題
で
あ
る
。『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
が
最
も
重
要
視
す
る
天
啓
聖
典
の
大
文
章
は
、

「
あ
な
た
は
そ
れ
で
あ
る
」（
タ
ッ
ト
・
ト
ゥ
ヴ
ァ
ム
・
ア
シ11
）
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ー
ト
マ
ン
を
識
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン

を
体
得
す
る
こ
と
が
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
の
主
題
で
あ
る
。

　
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
は
、
師
と
弟
子
と
の
対
話
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
で
は
な
く
形
式
と
し
て
、
全
体
の
語
り
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手
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
で
あ
る
。
不
二
一
元
と
い
う
真
理
を
恩
寵
と
と
も
に
説
く
師
で
あ
れ
ば
、
解
脱
を
求
め
る
弟
子
を
解
脱
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
五
八
一
詩
節
で
、「
不
二
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
声
が
経
験
さ
せ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
の
思
想
は
形
式
上
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
も
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
帰
依
文
で
、
帰
依
者
の
師
は
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
師
な
の
で
、
弟
子

は
シ
ャ
ン
カ
ラ
で
あ
る
。
こ
の
師
弟
関
係
を
当
て
は
め
る
と
、
第
四
八
〇
詩
節
か
ら
第
五
二
〇
詩
節
の
「
弟
子
の
解
脱
」
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
解
脱
体
験
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
自
身
の
体
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
師
で
あ
る
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
か
ら
教
え
を
受
け
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
自

身
が
解
脱
す
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
の
著
者
の
意
図
と
し

て
は
、
師
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
で
あ
り
、
弟
子
は
パ
ド
マ
パ
ー
ダ
、
ス
レ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
、
ト
ー
タ
カ
、
ハ
ス
タ
ー
マ
ラ
カ
な
ど
で
あ
ろ
う11
。

　

解
脱
体
験
は
概
念
を
超
越
し
て
お
り
、
言
語
表
現
不
可
能
で
あ
る
。
実
際
に
自
分
で
体
験
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
以
来
の
イ
ン
ド
の
宗
教
哲
学
文
献
は
、
そ
れ
を
何
と
か
言
語
表
現
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』

は
そ
の
よ
う
な
文
献
の
一
つ
で
あ
る
が
、
解
脱
論
に
関
す
る
他
学
派
と
の
複
雑
な
論
争
を
避
け
、
美
し
い
言
葉
を
紡
い
で
淡
々
と
解
脱
の

過
程
を
説
い
て
い
る
。
他
学
派
に
対
す
る
批
判
書
で
は
な
く
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
帰
依
者
に
対
す
る
入
門
書
で
あ
る
。

　

原
文
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
、
一
詩
節
が
八
音
節
四
行
の
ア
ヌ
シ
ュ
ト
ブ
（
シ
ュ
ロ
ー
カ
）
や
一
一
音
節
四
行
の
ト
リ
シ
ュ
ト
ブ
な
ど
の

韻
文
で
あ
る
。
韻
文
な
の
で
、
主
語
や
動
詞
の
省
略
が
あ
る
が
、
理
解
す
る
の
に
難
解
な
箇
所
は
あ
ま
り
な
い
が
、
現
代
語
訳
で
解
釈
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る11
。
本
和
訳
は
縦
書
き
の
た
め
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
本
文
中
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
カ
タ
カ
ナ
表
記

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
註
で
は
、
曖
昧
さ
を
排
除
す
る
た
め
ロ
ー
マ
字
表
記
も
用
い
た
。
底
本
と
し
て
使
用
し
た
の
は
次
の
刊
本
で
あ
る
。

　
Srigangam

 1910 

＝ C
om

plete W
orks of Sri Sankaracharya in the O

riginal Sanskrit: Vol. III, U
padesharachanavali, Srirangam

: 

Sri Vani V
ilas Press, 1910. R

evised ed. C
hennai: Sam

ata B
ooks, 1983: 1‒111.

　

さ
ら
に
、
次
の
刊
本
を
参
照
し
た
。
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M

adhavananda 1921 

＝ Vivekachudam
ani of Sri Sankaracharya: Text w

ith English Translation, N
otes and an Index, by 

Sw
am

i M
adhavananda, M

ayavati, D
t. A

lom
ora, H

im
alayas: The A

dvaita A
shram

a, M
ayavati, 1921.

　

Sankaranarayanan 1973 

＝ Vivekacūḍām
aṇi of Śrī Śaṃ

kara Bhavagatpāda: w
ith an English Translation of the C

om
m

entary in 

Saṃ
skrit 

by 
Jagadguru 

Śrī 
C

andraśekhara 
Bhāratī 

Svām
inaḥ 

(Śrī 
Śaṃ

karācārya 
of 

Śāradā 
Pīṭha, 

Śriṅgerī), 
Translator 

P. Sankaranarayanan, 1973, Sixth Edition, M
um

bai: B
havatiya V

idya B
havam

, 2019.

　

G
rim

es 2004 
＝ The Vivekacūḍām

aṇi of Śaṅkarācārya Bhagavatpāda: An Introduction and Translation, Translated and Edited 

by John G
rim

es, London and N
ew

 York: R
outledge, 2004.

略
　
号

A
Ā

U
 

＝ 
 A

dhyātm
opaniṣad. 112 U

paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &
 Index of Verses, 

Fifth R
eprint Edition 

(First Ed. 2004), Vol. 2, Ed. by K
. L. Joshi, O

. N
. B

im
ali, B

indiya Trivedi, D
elhi: Parim

al 

Publications, 2016: 308‒314.

ATU
 

＝ 
 A

dvayatārakopaniṣad. 112 U
paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &

 Index of 

Verses, Fifth R
eprint Edition (First Ed. 2004), Vol. 2, Ed. by K

. L. Joshi, O
. N

. B
im

ali, B
indiya Trivedi, D

elhi: Parim
al 

Publicat ions, 2016: 155‒159.

B
Ā

U
 

＝ 
 B
ṛhadāraṇyakopaniṣad. The Early U

panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O
livelle, N

ew
 York &

 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1998: 29‒165.

B
Ā

U
B

h 

＝  B
ṛhadāraṇyakopaniṣadbhāṣya of Śaṅkara Ā

cārya. C
om

plete W
orks of Sri Sankaracharya in the O

riginal Sanskrit: 
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Vol. X, Bṛhadāraṇyakopaniṣad Bhāṣya, C
hennai: Sam

ata B
ooks, 1910.

B
hG

 

＝ 
 B

hagavadgītā. The Bhagavadgītā as a Synthesis, M
. R

. Yardi, Poona: B
handarkar O

riental R
esearch Institute, 1991.

B
hā  

＝ 
 B

hām
atī of V

ācaspati M
iśra. Brahm

asūtra Śānkara Bhāṣya, W
ith The C

om
m

entaries Bhām
atī, K

alpataru and 

Parim
ala, A

nd W
ith Index Etc., Edited w

ith notes etc., B
y Vedānta V

iśārada Pandita A
natakrishna Shastri A

n d 

Vasudev Laxm
an Shastri Pansikar, B

om
bay, 1938. R

epr. Varanasi: K
rishnadas A

cadem
y, 2000.

B
hG

B
h 

＝  B
hagavadgītābhāṣya of Śaṅkara. C

om
plete W

orks of Sri Sankaracharya in the O
riginal Sanskrit: Vol. VI, The 

Bhagavad-G
ita Bhashya, Srirangam

: Sri Vani V
ilas Press, 1910. C

hennai: Sam
ata B

ooks, 1982.

B
SB

h 

＝ 
 B

rahm
asūtrabhāṣya or Śārīrakam

īm
āṃ

sāsūtrabhāṣya of Śaṅkara Ā
cārya. Com

plete W
orks of Sri Sankaracharya in the 

O
riginal Sanskrit. Vol. VII, Brahm

asutra Bhashya, Srirangam
: Sri Vani V

ilas Press, 1910. R
epr. C

hennai: Sam
ata 

B
ooks, 1983.

C
hU
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 C

hāndogyopaniṣad. The Early U
panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O

livelle, N
ew

 York &
 O

xford: 

O
xford U

niversity Press, 1998: 166‒287.

G
A

D
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 G
ūḍhārthadīpikā of M

adhusūdhana Sarasvatī. Śrīm
adbhagavadgītā w

ith the C
om
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entaries Śrīm

at-Śankarabhāṣya 

w
ith Ānandagiri; N

īlakaṇṭhī; Bhāṣyotkarṣadīpikā of D
hanapati; Śrīdharī; G

ītārthasaṃ
graha of Abhinavaguptācārya 

and G
ūḍhārthadīpikā of M

adhusūdhana w
ith G

ūḍhārthatattvāloka of Śrīdharm
adattaśarm

a (Bachchāśarm
a), Edited 

by W
asudev Laxm

an Śāstrī Panśīkar, N
ew

 D
elhi: M

unshiram
 M

anoharlal Publishers Pvt Ltd, 1996.

K
aivU

 

＝ 
 K

aivalyopaniṣad. 112 U
paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &

 Index of Verses, 

Fifth R
eprint Edition 

(First Ed. 2004), vol. 1, Ed. by K
. L. Joshi, O

. N
. B

im
ali, B

indiya Trivedi, D
elhi: Parim

al 

Publications, 2016: 357‒360.
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K
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panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O

livelle, N
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 York &
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xford U

niversity Press, 1998: 372‒403.
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enaU
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enopaniṣad. The Early U

panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O
livelle, N

ew
 York &
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xford: O
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niversity Press, 1998: 363‒371.

M
āU

K
 

＝ 
 M
āṇḍūkyopaniṣatkārikā. The M

āndūkyopanishad w
ith G

auḍapāda’s K
ārikā and Śankara’s C

om
m

entary, Translated 

and A
nnotated by Sw

ām
i N

ikhilānanda w
ith a Forew

ord by V. Subrahm
anya Iyer, M

ysore: Sri R
am

akrishna 

A
shram

a, 1936.

M
B

h 

＝ 
 M

ahābhārata. The M
ahābhārata: the U

dyogaparvan, being the Fifth Book of the M
ahābhārata, the G

reat Epic of 

India, vol. 6. Ed. S. K
. D

e, Poona: B
handarkar O

riental R
esearch Institute, 1940.

M
uU
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 M

uṇḍakopaniṣad. The Early U
panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O

livelle, N
ew

 York &
 O

xford: 

O
xford U

niversity Press, 1998: 434‒455.

N
Ā

U
 

＝ 
 N

irālam
bhopaniṣad. 112 U

paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &
 Index of Verses, 

Fifth R
eprint Edition 

(First Ed. 2004), Vol. 1, Ed. by K
. L. Joshi, O

. N
. B

im
ali, B

indiya Trivedi, D
elhi: Parim

al 

Publications, 2016: 480‒485.

N
B

h 

＝ 
 N

yāyabhāṣya 
of 

V
ātsyāyana. 

G
autam

īyanyāyadarśana 
w

ith 
Bhāṣya 

of 
Vātsyāyana. 

Ed. 
A

nantalal 
Thakur, 

N
yāyacaturgranthikā Vol. I, N

ew
 D

elhi: Indian C
ouncil of Philosophical R

esearch, 1997.

N
PU

 

＝ 
 N
āradaparivrājakopaniṣad. 112 U

paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &
 Index 

of Verses, Fifth R
eprint Edition (First Ed. 2004), Vol. 2, Ed. by K

. L. Joshi, O
. N

. B
im

ali, B
indiya Trivedi, D

elhi: 

Parim
al Publicatio ns, 2016: 41‒83.
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N
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＝ 
 N
ṛsiṃ

hapūrvatāpanīyopaniṣad. 
C

om
plete 

W
orks 

of 
Sri 

Sankaracharya 
in 

the 
O

riginal 
Sanskrit: 

Vol. VIII, 

C
om

m
entaries on the U

panishads, Srirangam
: Sri Vani V

ilas Press, 1910. R
evised ed. C

hennai: Sam
ata B

ooks, 

1983: 763‒910.

N
S 

＝ 
 N

yāyasūtra of G
autam

a. D
ie N

yāyasūtra’s : Text, Ü
bersetzung, Erläuterung und G

lossar. Ed. W
alter R

uben, 

A
bhandlungen für die K

unde des M
orgenlandes, B

and 18, N
o. 2 , Leipzig, 1928.

SN
  

＝ 
 Saṃ

yuttanikāya. The Saṃ
yutta-N

ikāya of the Sutta-Piṭaka, Part I-V. Sagātha-Vagga, ed. M
. Léon Feer, London: The 

Pali Text Society, 1884, 1888, 1890, 1894 &
 1898.

ŚU
 

＝ 
 Śvetāśvataropaniṣad. The Early U

panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O
livelle, N

ew
 York &

 O
xford: 

O
xford U

niversity Press, 1998: 413‒433.

TB
U

 

＝ 
 Tejobindūpaniṣad. 112 U

paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &
 Index of Verses, 

Fifth R
eprint Edition 

(First Ed. 2004), vol. 1, Ed. by K
. L. Joshi, O

. N
. B

im
ali, B

indiya Trivedi, D
elhi: Parim

al 

Publications, 2016: 498‒531.

TU
 

＝ 
 Taittirīyopaniṣad. The Early U

panisads: Annotated Text and Translation, ed. Patrick O
livelle, N

ew
 York &

 O
xford: 

O
xford U

niversity Press, 1998: 288‒313.

TM
U

 

＝ 
 Tripādvibhūti M

ahānārāyanopaniṣad.  https://w
w

w
.tititudorancea.com

/z/tripadvibhutim
aha-narayana_upanishad_

sanskrit_devanagari_w
ith.htm

.

U
S 

＝ 
 U

padeśasāhasrī. Śaṅkara’s U
padeśasāhasrī: C

ritically Edited w
ith Introduction and Indices, by Sengaku M

ayeda, 

Tokyo: The Sankibo Press, 1973.

V
C

 

＝ 
 V

ivekacūḍām
aṇi. C

om
plete W

orks of Sri Sankaracharya in the O
riginal Sanskrit: Vol. III, U

padesharachanavali, 
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am
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N
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ayavati, A
lm

ora, H
im

alayas: A
dvaita A

shram
a, 1931.

V
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＝ 
 V
ārāhopaniṣad. 112 U

paniṣads: An Exhaustive Introduction, Sanskrit Text, English Translation &
 Index of Verses, 

Fifth R
eprint Edit ion 

(First Ed. 2004), vol. 2, Ed. by K
. L. Joshi, O

. N
. B

im
ali, B

indiya Trivedi, D
elhi: Parim

al 

Publications, 2016: 432‒455.

Y
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＝ 
 Yogasūtra. 

Pātañjalayogasūtrāṇi, 
ed. K

āśīnātha 
Śāstrī 
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〜
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〇
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〜
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和
　
訳

　
　

識
別
の
宝
冠

〔
帰
依
文
〕

　

一　

最
高
の
歓
喜
そ
の
も
の
で
あ
り
、
真
実
の
師
（
サ
ド
グ
ル
）
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
定
説
を
対
象
と
す
る
人
で
あ

り
、
そ
の
〔
言
葉
と
し
て
の
〕
対
象
を
超
越
し
て
い
る
人
で
あ
る
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
に
、
私
（
シ
ャ
ン
カ
ラ
）
は
帰
依
す
る
。

〔
序
論
〕

　

二　

生
物
の
な
か
で
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
得
難
い
。
そ
れ
よ
り
も
男
と
し
て
〔
生
ま
れ
る
こ
と
は
さ
ら
に
得
難
い
の
〕
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
婆
羅
門
（
ヴ
ィ
プ
ラ
タ
ー
）
と
し
て
〔
生
ま
れ
る
こ
と
は
さ
ら
に
得
難
い
の
〕
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典

の
宗
教
的
義
務
（
ダ
ル
マ
）
の
道
に
専
念
す
る
こ
と
〔
は
さ
ら
に
得
難
い
の
〕
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
最
高
の
も
の
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
を
知
る

こ
と
〔
は
さ
ら
に
得
難
い
の
〕
で
あ
る
。
そ
の
後
で
、
人
は
ア
ー
ト
マ
ン
（
魂
）
と
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
（
身
体
）
と
を
識
別
し
、
直

接
体
験
し
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
梵
）
そ
の
も
の
に
完
全
に
な
る
。
解
脱
は
、
十
億11
の
出
生
の
な
か
で
徳
を
積
む
こ
と
な
し
に
は
得
ら
れ
な
い
。

　

三　

得
難
い
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
男
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
、
解
脱
を
求
め
る
こ
と
、
偉
大
な
人
（
師
）
に
弟
子
入
り
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
神
の
恩
寵
を
原
因
と
し
て
持
つ
。

　

四　

何
と
か
し
て
、
得
難
い
人
間
と
し
て
の
出
生
を
得
て
、
さ
ら
に
男
性
と
し
て
〔
生
ま
れ
〕、
聖
典
を
研
究
し
尽
く
し
て
い
る
に
も
か
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か
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
の
解
脱
の
た
め
に
努
力
し
な
い
愚
者
は
、
自
殺
者
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
虚
偽
な
も
の
に
執
着
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
を
殺
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

五　

得
難
い
人
間
と
し
て
〔
誕
生
し
〕、
男
性
の
身
体
を
得
て
い
る
の
に
、
自
分
（
人
間
）
の
目
的11
に
対
し
て
怠
っ
て
い
る
人
よ
り
愚
か

な
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

〔
ア
ー
ト
マ
ン
の
覚
知
〕

　

六　

た
と
え
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
一
生
を
百
回
分
の
時
間
で11
、
論
書
を
唱
え
、
神
々
に
供
犠
し
、
祭
式
行
為
を
実
施
し
、
神
々
に
礼
拝

す
る
と
し
て
も
、
そ
の
人
自
身
と
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
同
一
性
の
覚
知
（
ボ
ー
ダ
）
な
し
に
解
脱
は
完
成
し
な
い
。

　

七　
「
財
宝
に
よ
る
不
死
（
解
脱
）
の
望
み
は
な
い11
」
と
そ
の
よ
う
に
天
啓
聖
典
は
言
う
。
そ
れ
（
天
啓
聖
典
）
ゆ
え
、
祭
式
行
為
が
解
脱

の
原
因
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

八　

そ
れ
ゆ
え
、
賢
者
は
外
界
の
対
象
で
あ
る
楽
に
対
す
る
熱
望
を
捨
て
て
、
解
脱
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
真
理
を
知
る11
偉

大
な
終
末
（
解
脱
）
の
指
導
者
を
訪
ね
て
、
彼
の
教
説
の
意
味
（
梵
我
一
如
）
に
自
分
の
精
神
を
集
中
（
瞑
想
）
す
べ
き
で
あ
る
。

　

九　

輪
廻
の
大
海
に
沈
没
し
た
人
は
、
自
分
で
自
分
を
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
正
し
く
認
識
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ガ
に
登
っ
た
人11
と
な
る
。
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一
〇　

現
生
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
祭
式
行
為
を
捨
て
、
賢
者
や
学
識
者
を
訪
ね
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
〔
体
得

の
た
め
〕
の
実
修
を
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

〔
弁
別
（
ヴ
ィ
チ
ャ
ー
ラ
）〕

　

一
一　

祭
式
行
為
は
、
心
（
チ
ッ
タ
）
の
浄
化11
の
た
め
に
あ
る
の
で
あ
り
、
実
在
す
る
も
の
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
の
認
識
の
た
め
で
は
な
い
。

弁
別11
に
よ
っ
て
、
実
在
す
る
も
の
の
〔
認
識
の
〕
成
立
が
あ
る
。
祭
式
行
為
を
何
千
万
回11
し
よ
う
と
も
少
し
も
な
い
。

　

一
二　

正
し
い
弁
別
か
ら
、
縄
が
実
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
迷
妄
に
よ
っ
て
生
じ
た
蛇
の
〔
認
識
か
ら
生
じ

る
〕
大
き
な
恐
怖
と
苦
し
み
が
消
滅
す
る11
。

　

一
三　

対
象
の
決
定
は
、
有
益
な
教
説11
に
即
し
た
弁
別
に
よ
る
こ
と
が
経
験
さ
れ
て
い
る
。
沐
浴
や
布
施
や
何
百
回
も
の
調
気11
に
よ
っ

て
で
は
な
い
。

〔
有
資
格
者
（
ア
デ
ィ
カ
ー
リ
ン
）〕

　

一
四　

結
果
（
解
脱
）
の
成
就
は
、
特
に
有
資
格
者11
に
望
み
が
あ
る
。
そ
れ
（
資
格
）
が
あ
る
と
き
、
場
所
や
時
間
な
ど
の
工
夫
は
補
助

的
な
要
因
で
あ
る
。

　

一
五　

そ
れ
ゆ
え
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
実
在
す
る
こ
と
を
知
り
た
い
者
は
、
慈
悲
の
大
海
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
知
る
者
で
あ
り
、
最

高
の
人
で
あ
る
師
（
グ
ル
）
に
近
づ
い
て
、
弁
別
す
べ
き
で
あ
る
。
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一
六　

知
力
と
知
識
を
持
つ
人
、
肯
定
的
推
理
と
否
定
的
推
理
に
よ
っ
て
弁
別
で
き
る
人
、〔
以
上
の
〕
述
べ
ら
れ
た
特
徴
の
認
め
ら

れ
る
人
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
識
に
対
す
る
有
資
格
者
で
あ
る
。

　

一
七　

識
別
知
を
持
ち
、
離
欲
し
て
お
り
、
寂
静
な
ど
の
属
性11
を
具
え
、
解
脱
を
求
め
る
人
に
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
希
求
す
る
潜
在
能

力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八　

こ
れ
（
解
脱
）
に
対
し
て
、
賢
者
た
ち
は
四
つ
の
成
立
手
段
（
識
別
知
、
離
欲
、
寂
静
、
解
脱
願
望
）
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
存

在
し
て
い
る
と
き
に
の
み
、〔
そ
の
人
に
〕
実
在
す
る
も
の
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
が
完
成
す
る
。
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
と
き
、〔
ブ
ラ
フ
マ
ン

は
〕
成
立
し
な
い
。

　

一
九　

最
初
に
、
常
住
な
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
無
常
な
も
の
（
非
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
が
識
別
（
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
）
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
現
生
と
来
生
に
お
け
る
〔
行
為
の
〕
結
果
（
業
）
の
享
受
に
対
し
て
離
欲
（
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
グ
ヤ
）
す
べ
き
で
あ
る11
。

　

二
〇　
〔
次
に
〕
寂
静
な
ど
六
つ
〔
の
属
性11
〕
を
具
え
て
い
る
こ
と
、〔
次
に
〕
解
脱
を
求
め
る
こ
と
。
そ
れ
が
明
白
で
あ
れ
ば
、「
ブ
ラ

フ
マ
ン
は
真
実
で
あ
り
、
世
界
は
虚
妄
で
あ
る11
」
と
い
う
特
徴
を
確
信
で
き
る
。

　

二
一　

ま
さ
に
そ
れ
が
、
常
住
な
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
無
常
な
も
の
（
非
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
の
識
別
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
離
欲

と
は
、
見
る
こ
と
や
聞
く
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
（
認
識
対
象
）
す
べ
て
に
対
す
る
嫌
悪
感
で
あ
る
。
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二
二　

そ
れ
（
離
欲
）
は
身
体
か
ら
始
ま
り
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
（
梵
天
）
に
至
る
、
無
常
な
享
受
の
対
象
に
対
し
て
〔
の
嫌
悪
感
〕
で
あ
る
。

〔
対
象
に
は
〕
過
失11
の
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
観
察
し
て
、
多
様
な
対
象
か
ら
離
れ
る
こ
と
。

　

二
三　
〔
そ
し
て
〕
自
分
の
対
象
（
ブ
ラ
フ
マ
ン11
）
に
心
（
マ
ナ
ス
）
が
常
に
安
住
す
る
こ
と
が
、
寂
静
（
シ
ャ
マ
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。〔
心
を
〕
諸
々
の
対
象
か
ら
引
き
揚
げ
て11
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置11
に
固
定
さ
せ
る
。

　

二
四　

両
方
の
諸
器
官11
の
そ
れ
は
、
自
己
制
御
（
ダ
マ
）
と
称
せ
ら
れ
る
。〔
心
の
〕
働
き
を
外
界
の
対
象
か
ら
離
す
こ
と
、
こ
れ
が
最

高
の
平
静
（
ウ
パ
ラ
テ
ィ
）
で
あ
る
。

　

二
五　

ま
ず
、
す
べ
て
の
苦
に
反
応
せ
ず
に
、
そ
し
て
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
悲
し
む
こ
と
な
く
耐
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
忍
耐
（
テ
ィ
テ

ィ
ク
シ
ャ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

二
六　

論
書
と
師
（
グ
ル
）
の
言
葉
は
真
実
で
あ
る
と
心
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
に
よ
っ
て
確
信
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
信
仰
（
シ
ュ
ラ
ッ
ダ
ー
）
で

あ
る
と
善
人
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
は
実
在
し
て
い
る
も
の
を
知
覚
す
る
。

　

二
七　

心
（
ブ
ッ
デ
ィ11
）
が
清
浄
な
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
常
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
精
神
集
中
（
サ
マ
ー
ダ
ー
ナ
）
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
心
の
戯
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

二
八　

自
我
意
識11
か
ら
始
ま
り
身
体
に
至
る
、
無
知
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
さ
れ
た
も
の
の
束
縛
か
ら11
、
自
分
自
身
の
本
質
を
悟
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
願
望
が
、
解
脱
願
望
（
ム
ム
ク
シ
ュ
タ
ー
）
で
あ
る
。

　

二
九　

た
と
え
〔
そ
の
解
脱
願
望
が
〕
弱
く
平
凡
で
あ
っ
て
も
、
離
欲
や
寂
静
な
ど11
に
よ
っ
て
、
ま
た
師
か
ら
の
恩
恵
（
プ
ラ
サ
ー
ダ
）

に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
れ
（
解
脱
願
望
）
は
強
く
な
り
、
結
果
を
絞
り
出
す
。

　

三
〇　

離
欲
と
解
脱
願
望
と
が
強
い
者
に
の
み
、
寂
静
な
ど
は
意
味
を
持
ち
、
結
果
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

三
一　

離
欲
と
解
脱
願
望
の
二
つ
が
弱
い
な
ら
、
砂
漠
に
お
け
る
水
（
蜃
気
楼
）
の
よ
う
に
、
寂
静
な
ど
は
光
線
（
効
果
の
な
い
も
の
）
に

過
ぎ
な
い
。

〔
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）〕

　

三
二　

解
脱
の
手
段
の
原
因
総
体
の
な
か
で
は
、
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ11
）
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。「
誠
信
と
は
各
自
の
本
質
（
ア
ー
ト
マ
ン
）

に
心
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る11
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る11
。

　

三
三　

他
の
者
た
ち
も
〔
同
様
に
〕、「
誠
信
と
は
自
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理11
に
心
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
唱
え
て
い
る
。
既
述

の
手
段11
を
具
え
て
お
り
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
を
知
り
た
い
者
が
い
る
。

　

三
四　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
彼
（
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
を
知
り
た
い
者
）
は
束
縛
（
輪
廻
）
か
ら
解
脱
す
る
た
め
の
智
慧
を
持
つ
師
（
グ
ル
）
の

も
と
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
天
啓
聖
典
に
精
通
し
て
お
り
、
悪
業
な
く
、
欲
望
に
ま
み
れ
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
知
る
者
の
な
か
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で
最
高
の
者
で
あ
る
〔
師
の
も
と
に
〕。

　

三
五　
〔
師
は
〕
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
な
か
で
平
静
で
あ
り
、
燃
料
が
燃
え
尽
き
た
火11
の
よ
う
に
寂
滅
し
て
お
り
、
無
条
件
の
慈
悲
の
川
の

よ
う
で
あ
り
、〔
師
に
〕
帰
依
す
る
善
人
た
ち
の
親
族
の
よ
う
で
あ
る
。

　

三
六　

誠
信
を
持
っ
て
そ
の
師
に
礼
拝
し
、
お
辞
儀
と
恭
順
さ
と
奉
仕
に
よ
っ
て
師
を
満
足
さ
せ
て
、
師
に
近
づ
い
て
、
ア
ー
ト
マ
ン

に
関
し
て
知
る
べ
き
こ
と
を
彼
（
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
を
知
り
た
い
者
）
は
次
の
よ
う
に
質
問
す
べ
き
で
あ
る
。

　
〔
弟
子
は
言
っ
た
〕

　

三
七　

神
（
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ン
）
よ
、
帰
依
す
る
人
々
の
親
族
の
よ
う
な
お
方
よ
、
慈
悲
の
川
の
よ
う
な
お
方
よ
、
私
は
あ
な
た
に
帰
依
し

ま
す
。
現
生
の
川
に
落
ち
た
私
を
あ
な
た
は
救
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
御
自
身
の
目
で
〔
私
を
〕
直
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
慈

悲
の
甘
露
（
ス
ダ
ー
）
を
〔
私
に
〕
降
り
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
。

　

三
八　

消
す
こ
と
が
困
難
な
輪
廻
と
い
う
山
火
事
の
火
に
焼
か
れ
る
者
を
、
不
可
見
力
（
業
）
と
い
う
困
難
な
風
に
よ
っ
て
激
し
く
揺

れ
る
者
を
、
恐
怖
に
陥
っ
た
者
を
、〔
あ
な
た
と
い
う
〕
帰
依
処
に
や
っ
て
来
た
者
を
、〔
神
で
あ
る
〕
あ
な
た
は
死
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
は
他
の
帰
依
処
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

三
九　

寂
静
で11
偉
大
な
〔
ア
ー
ト
マ
ン
の
〕
真
理
を
知
る
人
1々1
が
お
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
は
春
の
よ
う
な
世
界
の
安
寧
（
ロ
ー
カ
ヒ
タ
）
を

も
た
ら
し
ま
す
。
彼
ら
は
独
力
で
恐
ろ
し
い
現
生
の
川
を
渡
っ
て
お
り
、
無
条
件
で
他
の
人
々
を
も
ま
た
渡
ら
せ
ま
す
。
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四
〇　

こ
れ
が
偉
大
な
魂
を
持
つ
者
た
ち
の
本
質
で
あ
り
、
ま
さ
に
自
ず
と
他
人
の
苦
し
み
の
除
去
に
向
か
う
の
で
す
。
周
知
の
如
く
、

月
が
自
ず
と
太
陽
の
激
し
い
光
に
焼
か
れ
た
大
地
を
守
る
よ
う
に
。

　

四
一　

神
（
プ
ラ
ブ
）
よ
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
歓
喜
の
精
髄
の
経
験
に
よ
っ
て
効
果
を
増
す
、
あ
な
た
の
唇
か
ら
流
れ
出
る
、
耳
に
心
地
よ

い
、
満
ち
足
り
た
量
の
冷
た
く
輝
く
甘
露
（
不
死
）
の
言
葉
を
、
あ
な
た
は
山
火
事
で
燃
え
さ
か
る
炎
の
よ
う
に
現
生
で
苦
し
む
者
に
か
け

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
か
ら
眼
を
一
瞬
で
も
向
け
ら
れ
た
乞
食
者
は
、
あ
な
た
か
ら
の
恵
み
（
甘
露
の
言
葉
）
を
自
分
の
も
の
に
し
ま
す
。

　

四
二　

ど
う
や
っ
て
私
は
こ
の
現
生
の
川
を
渡
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。
私
の
行
く
べ
き
道11
は
ど
れ
で
す
か
。
ど
の
よ
う
な
手
段11
が
あ
る

の
か
を
私
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
。
神
（
プ
ラ
ブ
）
よ
、
あ
な
た
は
慈
悲
に
よ
っ
て
私
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
私
の
輪
廻
の
苦

し
み
を
滅
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
以
上
、
弟
子
は
言
っ
た
〕

　

四
三　

以
上
の
よ
う
に
、
自
分
の
帰
依
処
を
求
め
て
来
た
者
（
弟
子
）
は
語
る
。
彼
は
燃
え
盛
る
山
火
事
の
熱
の
よ
う
な
輪
廻
に
苦
し
ん

で
い
る
。
偉
大
な
魂
を
持
つ
者
（
師
）
は
、
優
し
い
慈
悲
の
眼
で
彼
を
見
つ
め
て
、
直
ち
に
無
畏
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

四
四　

解
脱
を
求
め
、
聖
典
の
規
定
に
よ
く
従
い
、
心
〔
作
用
〕
が
寂
滅
し
て
お
り11
、
寂
静
（
シ
ャ
マ
）
を
具
え
て
教
え
を
求
め
て
や
っ

て
来
る
者
に
、
そ
の
賢
者
（
師
）
は
慈
悲
を
持
っ
て
〔
ア
ー
ト
マ
ン
の
〕
真
理
を
教
説
す
る11
。

　
〔
師
は
言
っ
た
〕
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四
五　

賢
者
（
弟
子
）
よ
、
畏
れ
る
な
。
あ
な
た
に
は
終
末
（
死
）
が
な
く
、
輪
廻
の
川
を
渡
る
手
段
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
苦

行
者
た
ち
が
彼
岸
に
至
る
、
ま
さ
に
そ
の
道
（
手
段
）
を
わ
た
し
は
あ
な
た
に
教
説
し
よ
う
。

　

四
六　

輪
廻
の
恐
怖
を
な
く
す
、
あ
る
最
高
の
手
段
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
現
生
の
川
を
渡
り
、
最
高
の
歓
喜
を
得
る

だ
ろ
う
。

　

四
七　

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ11
の
意
味
を
弁
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
高
の
知
識
が
生
じ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
輪
廻
の
苦
し
み
は
完
全

に
滅
す
。

　

四
八　

信
仰
（
シ
ュ
ラ
ッ
ダ
ー
）、
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）、
静
慮
（
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
）、
瞑
想
（
ヨ
ー
ガ
）
は
解
脱
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
、
解
脱
の

直
接
原
因
で
あ
る
と
天
啓
聖
典
の
言
葉
は
語
る11
。
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
な
か
で
生
き
る
者
は
、
無
明
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
さ
れ
た
身
体
の
束

縛
か
ら11
、
解
脱
す
る
。

　

四
九　

無
知
と
結
合
し
て
い
る
か
ら
、
あ
な
た
は
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
（
身
体
）

に
束
縛
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
輪
廻
す
る
。
こ
の
二
つ
（
ア
ー
ト
マ
ン
と
非
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
識
別
し
て
生
じ
た
覚
知
の
火
は
、
無

知
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
（
業
）
を
根
こ
そ
ぎ
焼
き
尽
く
す
だ
ろ
う11
。

〔
輪
廻
と
は
何
か
〕

　

弟
子
は
言
っ
た
。
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五
〇　

神
よ
、
私
の
質
問
を
哀
れ
み
と
と
も
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
口
か
ら
答
え
を
聞
け
ば
、
私
は
目
的11
を
達
成
す
る
で
し

ょ
う
。

　

五
一　

束
縛
（
輪
廻
）
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
存
在
し
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
す
れ
ば
〔
束
縛
か
ら
〕
解
放
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か11
。
最
高
の

ア
ー
ト
マ
ン
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
二
つ
（
ア
ー
ト
マ
ン
と
非
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
識
別
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ら
を
教
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

師
は
言
っ
た
。

　

五
二　

あ
な
た
（
弟
子
）
は
神
の
恩
寵
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
な
た
は
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
た
。
あ
な
た
は
自
分
の
一
族
を
浄
化
し

た
。
あ
な
た
は
無
明
に
よ
る
足
枷
（
束
縛
）
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

五
三　

借
金
か
ら
解
放
さ
せ
る
者
と
し
て
、
父
親
に
は
息
子
な
ど
が
い
る
。
し
か
し
束
縛
か
ら
解
放
さ
せ
る
者
は
、
自
分
以
外
誰
も
い

な
い
。

　

五
四　

頭
に
置
か
れ
た
荷
物
な
ど
に
よ
る
苦
痛
は
、
他
人
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
。
し
か
し
飢
え
な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
苦
し
み
は
、

自
分
以
外
の
誰
に
よ
っ
て
も
除
去
さ
れ
な
い
。

　

五
五　

病
人
が
健
康
に
良
い
食
事
を
し
、
そ
し
て
薬
を
服
用
す
る
と
、
当
人
に
健
康
の
回
復
が
見
ら
れ
る
。
他
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
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行
為
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

　

五
六　

実
在
し
て
い
る
そ
の
も
の
は
、
自
分
だ
け
の
明
瞭
な
覚
知
の
眼
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、〔
他
人
で
あ
る
〕
賢
者
〔
の
教

え
〕
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
月
そ
の
も
の
は
、
自
分
の
眼
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
人
に
よ
っ
て
、
一
体
何
が
知
ら
れ
よ

う
か
。

　

五
七　

無
明
、
欲
望
、
業
な
ど
と
い
う
縄
に
よ
る
束
縛
を
、
た
と
え
四
三
二
京
年11
か
け
た
と
し
て
も
、
自
分
以
外
の
一
体
誰
が
解
き
放

す
こ
と
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

五
八　

実
践
（
ヨ
ー
ガ
）
に
よ
っ
て
も
、
理
論
（
サ
ー
ン
キ
ャ
）
に
よ
っ
て
も11
、
祭
式
行
為
に
よ
っ
て
も
、
知
識
（
ヴ
ィ
ド
ゥ
ヤ
ー
）
に
よ
っ

て
も11
、〔
束
縛
を
解
放
〕
で
き
な
い
。
梵
我
一
如
の
悟
り
に
よ
っ
て
、
解
脱
は
成
立
す
る
。
他
の
道11
は
な
い
。

　

五
九　

ヴ
ィ
ー
ナ
ー
（
琵
琶
）
の
美
し
い
姿
と
卓
越
し
た
演
奏
技
術
は
、
人
々
を
喜
ば
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
を
統
治
す
る
た
め

に
は
相
応
し
く
な
い
。

　

六
〇　

明
瞭
な
発
音
、
流
暢
な
言
葉
、
論
書
の
巧
み
な
解
説
、
そ
の
よ
う
な
学
識
者
の
博
識
は
、
享
受
す
る
（
聞
い
て
楽
し
む
）
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
解
脱
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

　

六
一　

最
高
の
真
理11
が
知
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
論
書
の
研
究
は
無
益
で
あ
る
。
最
高
の
真
理
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
れ
ば
、
論
書
の
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研
究
は
無
益
で
あ
る
。

　

六
二　
〔
論
書
は
〕
言
葉
の
網
で
あ
り
、
深
い
森
で
あ
り
、
心
を
迷
わ
す
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
真
理
を
知
ろ
う
と
す
る
者
は
努
力
し

て11
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

六
三　

無
知
と
い
う
蛇
に
嚙
ま
れ
た
人
の
薬
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
知
識
だ
け
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
、
論
書
、
呪
文
（
マ
ン
ト
ラ
）
が
ど
う

し
て
薬
に
な
ろ
う
か
。

　

六
四　
〔
薬
を
〕
飲
ま
ず
に
、
薬
の
名
前
を
発
声
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
が
治
る
こ
と
は
な
い
。〔
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
〕
直
接
体
験
な
し

で
、「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
と
発
声
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

六
五　

知
覚
対
象
を
消
滅
さ
せ
ず
に11
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
を
知
ら
ず
に
、「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
と
発
声
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て

人
は
解
脱
す
る
の
か
。〔
発
声
の
〕
結
果
は
音
声
の
み
で
あ
る
。

　

六
六　

敵
を
滅
ぼ
さ
ず
に
、
す
べ
て
の
土
地
と
富
を
獲
得
せ
ず
に
、「
私
は
王
で
あ
る
」
と
い
う
宣
言
に
よ
っ
て
、
王
に
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

六
七　

た
と
え
ば
、
埋
蔵
宝
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
信
頼
で
き
る
（
場
所
を
知
っ
て
い
る
）
人
の
言
葉
、
採
掘
、〔
宝
の
〕
上
に
あ
る
石
の

除
去
が
必
要
で
あ
り
、〔
宝
の
名
前
を
〕
呼
ん
で
も
、〔
宝
は
〕
外
に
現
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
幻
（
マ
ー
ヤ
ー11
）
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
た
、
自
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ら
の
汚
れ
な
き
真
実
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
知
識
の
教
説
、
推
理
、
瞑
想
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
り11
、
難
解
な
論
理
に
よ
っ
て
で

は
な
い
。

　

六
八　

そ
れ
ゆ
え
、
病
気
な
ど
の
〔
場
合
の
〕
よ
う
に
、
賢
者
た
ち
は
自
分
だ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
（
プ
ラ
ヤ
ト
ナ
）
を
手
段
と
し
て

現
生
の
束
縛
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
努
力
（
ヤ
ト
ナ
）
す
べ
き
で
あ
る11
。

　

六
九　

き
ょ
う
、
あ
な
た
が
質
問
し
た
内
容
は
、
論
書
を
知
る
者
が
考
え
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
経
典
に
も
似
て
お
り
、
そ
の

秘
密
の
意
味
を
、
解
脱
願
望
者
た
ち
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

七
〇　

賢
者
（
弟
子
）
よ
、
注
意
深
く
聞
き
な
さ
い
。
私
が
言
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
は
現
生
の
束
縛
（
輪
廻
）
か
ら

直
ち
に
解
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

〔
解
脱
の
直
接
原
因
〕

　

七
一　

解
脱
の
第
一
の
原
因
は
、
無
常
な
事
物
に
対
す
る
完
全
な
離
欲
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
寂
静
、
自
己
制
御
、
忍

耐
、
そ
れ
か
ら
執
着11
に
基
づ
く
す
べ
て
の
行
為
の
完
全
な
放
棄
で
あ
る11
。

　

七
二　

そ
れ
か
ら
、
天
啓
聖
典
を
聞
き
、
そ
れ
を
推
理
し
、
沈
黙
の
聖
者
の
よ
う
に
真
理
を
長
時
間
、
絶
え
間
な
く
瞑
想
す
る
。
そ
れ

か
ら
、
賢
者
は
無
分
別11
の
最
高
の
状
態
に
至
り
、
ま
さ
に
現
生
で
涅
槃
の
楽
を
得
る11
。〔
続
く
〕
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註１  
Srirangam

 1910

の
奥
付
で
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
作
と
な
っ
て
い
る
。iti śrīm

atparam
ahaṃ

saparivrājakācāryasya śrīgovindabhagavatpūjyapādaśiṣyasya 

śrīm
acchaṃ

karabhagavataḥ kṛtau vivekacūḍām
aṇiḥ sam

āptaḥ ||

「
以
上
、
聖
な
る
最
高
の
苦
行
者
、
遊
行
者
、
阿
闍
梨
で
あ
り
、
聖
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
・

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
・
プ
ー
ジ
ュ
ヤ
パ
ー
ダ
の
弟
子
で
あ
る
聖
シ
ャ
ン
カ
ラ
・
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
作
『
識
別
の
宝
冠
』
完
」。
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
（670‒720

頃
）
は
初

代
シ
ャ
ン
カ
ラ
師
の
師
。

２  

中
村
元
『
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
思
想
』（
イ
ン
ド
哲
学
思
想
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
ａ
）
七
二

３  
M

. C
om

as, Extracting the Essence of the Śruti, N
ew

 D
elhi: M

otilal B
anarsidass Publishers, 1996.

４  
V

C
 427‒445

参
照
。

５  

「
知
行
併
合
論
」（jñānakarm

asam
uccayavāda

）
は
解
脱
の
手
段
を
、
知
識
の
み
、
行
為
の
み
、
知
識
と
行
為
の
併
合
の
う
ち
の
ど
れ
な
の
か
に
つ
い
て

の
議
論
。
知
識
は
瞑
想
と
し
て
の
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
知
識
を
、
行
為
は
祭
式
行
為
を
意
味
す
る
。

６  
V

C
 6‒11

な
ど
参
照
。

７  
V

C
 32

註
参
照
。

８  
V

C
 48.

９  
V

C
 154

註, 413, 466

参
照
。

10 
https://archive.org/details/vivekachudam

ani-bhashya/page/n3/m
ode/2up. 

英
訳
が
あ
る
。Sankaranarayanan 1973.

11 
adhyātm

an

と
い
う
言
葉
に
関
し
て
は
上
村
勝
彦
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
）
一
七
八
参
照
。『
ア
デ
ィ
ア
ー
ト
マ
・
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
も
し
く
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
直
弟
子
よ
り
す
こ
し
遅
い
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
たV

ākyavṛtti

（
文

章
の
註
釈
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
八
〇
〇
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

12 

中
村
一
九
八
九
ａ
：
七
二

13 
A
Ā

U

の
刊
本
で
は
七
一
詩
節
を
数
え
て
い
る
が
、
最
初
と
最
後
の
散
文
部
分
は
詩
節
に
数
え
る
必
要
は
な
く
、
全
七
〇
詩
節
で
あ
る
。

14 
V

C
 465‒471.

15 

中
村
一
九
八
九
ａ
：
七
二—

七
三

16 
V

C
 2, 17, 19, 21, 49, 73

な
ど
参
照
。
な
お
、『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』（Saṃ

yuttanikāya
）
で
はviveka

は
、
遠
離
、
苦
か
ら
離
れ
る
こ
と
。SN
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1.1.1.2: jānām
i khvāham

 āvuso sattānaṃ
 nim

okkhaṃ
 pam

okkhaṃ
 vivekan ti ||

「
友
よ
、
人
々
の
解
脱
を
、
解
脱
さ
せ
る
こ
と
を
、〔
苦
か
ら
〕
離
れ
る

こ
と
を
実
に
私
は
知
っ
て
い
る
」。
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
神
々
と
の
対
話
：
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
Ⅰ
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
）
一
五
、
二
二
七
参
照
。

17 
V

C
 243‒267

参
照
。

18 
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
前
田
専
学
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
哲
学
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
〇
）
七
三—

七
四
参
照
。

19 
V

C
 149, 265, 350, 541, 551

な
ど
。

20 

詩
節
の
区
切
り
はSrirangam

 1910

版
に
従
う
。

21 

百
（śata

）×
一
千
万
（koṭi

）
回
。

22 

「
目
的
」（artha

）。
人
間
の
目
的
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
バ
ー
ダ
ラ
ー
ヤ
ナ
の
言
説
と
し
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
識
か
ら
人
間
の
目
的
は
成
立
す
る
と
言
う
。

B
SB

h ad B
S 3.4.1: asm

ād vedāntavihitād ātm
ajñānāt svatantrāt puruṣārthaḥ sidhyatīti bādarāyaṇācāryo m

anyate |

「『
こ
れ
か
ら
』〔
と
は
つ
ま
り
〕、

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
聖
典
命
令
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
識
か
ら
〔
祭
式
行
為
か
ら
〕
独
立
し
て
、
人
間
の
目
的
が
成
立
す
る
と
バ
ー
ダ
ラ
ー
ヤ
ナ
・
ア
ー

チ
ャ
ー
ル
ヤ
は
考
え
る
」。
人
間
の
目
的
は
解
脱
。Bhā ad B

S 3.4.1: apavargākhyapuruṣārthasādhanātm
ajñānaparatvam

 

… |

「〔
人
間
の
目
的
を
成
立
さ

せ
る
も
の
は
〕
解
脱
と
い
う
人
間
の
目
的
の
手
段
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
識
が
主
で
あ
る
」。

23 

ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
一
昼
（
半
日
）
が
一
カ
ル
パ
（
劫
）。
一
カ
ル
パ
は
人
間
世
界
の
四
三
億
二
千
万
年
に
相
当
す
る
。
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
一
年
は
三
六
〇
日

だ
が
、
昼
と
夜
と
で
七
二
〇
カ
ル
パ
に
な
る
。
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
一
生
は
百
年
で
、
七
万
二
千
カ
ル
パ
。
四
三
億
二
千
万
年
×
七
万
二
千
カ
ル
パ
＝
三
百
十

一
兆
四
百
億
年
。
そ
れ
が
百
回
な
の
で
、
三
京
百
十
四
兆
年
。

24 
V

C
 7: am

ṛtatvasya nāśāsti vittenety eva hi śrutiḥ | 

＝ B
Ā

U
 2.4.2 

＝ B
Ā

U
 4.5.3: am

ṛtatvasya tu nāśāsti vitteneti ||

「
し
か
し
財
宝
に
よ
る
不
死
の

望
み
は
な
い
」。
天
啓
聖
典
に
よ
れ
ば
、
解
脱
の
原
因
は
ア
ー
ト
マ
ン
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
財
宝
や
祭
式
行
為
で
は
な
い
。V

C
 72

註
参
照
。

25 

「
真
理
を
知
る
（
者
を
）」（santam

）。
動
詞
語
根  as

の
現
在
分
詞sat
に
は
、
存
在
し
て
い
る
、
善
い
、
真
理
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
はM

uU
 

1.2.1‒13

の
文
脈
に
従
っ
て
、
真
理
と
解
釈
し
た
。M

uU
 1.2.1: satyakām

āḥ 
… |

「
真
理
を
愛
す
る
も
の
た
ち
」、M

uU
 1.2.13: akṣaraṃ

 puruṣaṃ
 veda 

satyaṃ
 

… |

「
不
滅
の
プ
ル
シ
ャ
と
い
う
真
理
の
知
識
」。
真
理
と
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
こ
と
。V

C
 39

註
、V

C
 44

註
参
照
。

26 
B

hG
 6.4: yadā hi nendriyārtheṣu na karm

asu anuṣajjate | sarvasaṃ
kalpasaṃ

nyāsī yogārūḍhas tadocyate ||

「
実
に
、
感
官
の
対
象
と
行
為
に
執
着

せ
ず
、
す
べ
て
の
意
志
を
放
棄
し
た
人
は
、
ヨ
ー
ガ
に
登
っ
た
人
と
言
わ
れ
る
」
参
照
。

27 
B

hG
 6.12: tatraikāgraṃ

 m
anaḥ kṛtvā yatacittendriyakriyaḥ | upaviśyāsane yuñjyād yogam

 ātm
aviśuddhaye ||

「
そ
こ
（
清
浄
な
場
所
）
で
、
一
意
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専
心
し
、
心
と
感
官
の
働
き
を
制
御
し
、
ヨ
ー
ガ
を
実
修
す
べ
き
で
あ
る
。
内
官
の
浄
化
の
た
め
に
」。『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
』
で
は
浄
化

の
手
段
は
祭
式
行
為
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
で
は
浄
化
の
手
段
は
瞑
想
と
し
て
の
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ

は
浄
化
さ
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
を
内
官
と
註
釈
す
る
。B

hG
B

h ad B
hG6.12: ātm

aviśuddhaye antaḥkaraṇasya viśuddhyartha ity etat ||

「
ア
ー
ト
マ
ン
の

浄
化
の
た
め
と
は
、
内
官
の
浄
化
の
た
め
と
い
う
意
味
で
あ
る
」。B

hG
 5.7, 11

で
は
内
官
の
浄
化
の
手
段
は
、
結
果
を
期
待
し
な
い
行
為
で
あ
る
カ
ル

マ
・
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
意
味
は
手
段
で
あ
り
、
行
為
と
い
う
手
段
と
い
う
意
味
に
な
る
。V

C

で
は
、śuddha

とviśuddha

と
は
同
義
で
あ

り
、
訳
し
分
け
な
か
っ
た
が
、
不
浄
な
も
の
が
清
浄
に
な
る
と
き
に
は
「
浄
化
」、
清
浄
で
あ
る
状
態
の
と
き
に
は
「
清
浄
」
と
訳
し
た
。
浄
化
は
、
感
覚
器

官
（buddhīndriya
）
に
対
し
て
、
そ
し
て
思
考
器
官
（m

anas

）
で
あ
る
内
官
（antaḥkaraṇa

）
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。
感
覚
器
官
は
外
界
の
対
象
を
認
識

し
、
内
官
は
観
念
や
概
念
な
ど
内
的
な
も
の
を
対
象
と
す
る
。
内
官
と
意
と
心
（citta

）
は
同
義
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
も
内
官
と
註
釈
す
る
。

B
hG

B
h ad B

hG
 16.1: sattvasaṃ

śuddhiḥ sattvasyāntaḥkaraṇasya saṃ
vyavahāreṣu paravañcanam

āyānṛtādiparivarjanaṃ
 śuddhabhāvena vyavahāra 

ity arthaḥ |

「『
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
（
心
）
の
浄
化
』
と
は
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
の
、
つ
ま
り
内
官
の
、
諸
々
の
活
動
の
な
か
で
他
人
の
欺
瞞
や
幻
や
虚
位
な
ど
か
ら
離
れ

た
、
浄
化
さ
れ
た
状
態
に
よ
る
働
き
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
参
照
。
マ
ド
ゥ
ス
ー
ダ
ナ
は
「
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
の
浄
化
」
は
内
官
の
汚
物
が
滅
す
る
こ
と
（G

A
D

 

ad B
hG

 16.1: sattvasyānataḥkaraṇasya śuddhir nirm
alatā

）
と
言
う
。『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
・
サ
ー
ラ
』（V

S 6, 13

）
は
「
感
官
の
浄
化
」（buddhiśuddhi

）

は
悪
業
（kalm

aśa

）
の
滅
で
あ
り
、
そ
の
手
段
は
日
常
行
為
（nitya

）
な
ど
の
祭
式
行
為
で
あ
る
と
言
う
。

28 

こ
こ
で
の
弁
別
（vicāra

）
は
書
名
に
な
っ
て
い
る
識
別
（viveka

）
と
同
義
の
よ
う
で
あ
る
。V

C
 12

で
縄
と
蛇
と
の
弁
別
、
つ
ま
り
識
別
が
言
わ
れ
て

い
る
。

29 

「
何
千
万
回
」。
原
語
のkoṭi

は
一
千
万
の
意
味
。

30 

縄
と
蛇
の
譬
え
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。B

Ā
U

B
h ad B

Ā
Ū

 4.4.6: tasm
ād avidyānivṛttim

ātre m
okṣavyavahāra iti cāvocām

a | 

yathā rajjvādau sarpādyajñānanivṛttau sa rpādinivṛttiḥ |

「
そ
れ
ゆ
え
、
無
知
が
滅
し
た
と
き
に
の
み
、
解
脱
と
言
語
表
現
さ
れ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
言
う
。

た
と
え
ば
、
縄
な
ど
に
対
し
て
、
蛇
な
ど
と
い
う
誤
知
が
滅
し
た
と
き
に
、
蛇
な
ど
が
滅
す
る
よ
う
に
」。

31 

「
有
益
な
教
説
」（hitokti

）。V
C

 15

の
「
師
（
グ
ル
）」
の
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

32 

「
調
気
」（prāṇāyam

a

）。Y
S 2.49: tasm

in sati śvāsapraśvāsayor gativicchedaḥ prāṇāyam
aḥ |

「
そ
こ
（
座
法
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
）
で
、
調
気
と
は

入
息
と
出
息
を
断
つ
こ
と
で
あ
る
」
参
照
。

33 

「
有
資
格
者
」（adhikārin

）
は
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
サ
ー
ラ
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。V

Sā 6: adhikārī tu vidhivadadhītavedavedāṅga-
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tvenāpātato ’dhigatākhilavedārtho ’sm
in janm

ani janm
āntare vā kām

yaniṣiddhavarjanapuraḥsaraṃ
 nityanaim

ittikaprāyaścittopāsanānuṣṭhānena 

nirgatanikhilakalm
aṣatayā nitāntanirm

alasvāntaḥ sādhanacatuṣṭayasam
pannaḥ pram

ātā ||

「
ま
た
有
資
格
者
と
は
、
聖
典
命
令
に
従
っ
て
ヴ
ェ
ー
ダ
と

ヴ
ェ
ー
ダ
補
助
学
と
を
研
究
し
、
す
べ
て
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
意
味
を
直
ち
に
体
得
し
、〔
さ
ら
に
〕
現
生
で
も
し
く
は
前
生
で
選
択
行
為
と
禁
止
規
定
と
を
離

れ
た
後
で
、
日
常
行
為
と
臨
時
行
為
と
滅
罪
と
念
想
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
悪
業
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
て
も
清
浄
な
心
と
な

り
、〔
さ
ら
に
〕
四
種
類
の
〔
解
脱
獲
得
〕
手
段
を
具
え
た
、
正
し
い
認
識
者
で
あ
る
」。「
手
段
」
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。V

Sā 15: sādhanāni nityāni-
tyavastuvivekehām

utrārthaphalabhogavirāgaśam
ādiṣaṭkasam

pattim
um

ukṣutvāni ||

「
手
段
と
は
、
常
住
な
も
の
と
無
常
な
も
の
の
識
別
、
現
生
と
来
生

に
お
け
る
利
益
と
結
果
の
享
受
に
対
す
る
離
欲
、
寂
静
な
ど
六
つ
の
も
の
の
具
足
、
解
脱
に
対
す
る
意
欲
で
あ
る
」。

34 

「
寂
静
な
ど
の
属
性
」。V

C
 84

「
満
足
、
慈
悲
、
忍
耐
、
正
直
、
寂
静
、
自
制
」、V

Sā 18: śam
ādayas tu śam

adam
oparatititikṣāsam

ādhānaśraddhā-

khyāḥ ||

「
ま
た
寂
静
な
ど
と
は
、
寂
静
、
自
己
制
御
、
平
静
、
忍
耐
、
専
心
、
信
仰
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
」
参
照
。
中
村
元
『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
思
想
の

展
開
』（
中
村
元
選
集
﹇
決
定
版
﹈
第
二
七
巻
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
）
二
九
五—

二
九
八
、
三
三
七—

三
四
〇
参
照
。

35 
V

C
 19‒24

の
詩
節
の
区
切
り
方
は
編
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。M

adhavanada 1921

やG
rim

es 2004

は
内
容
で
区
切
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
底
本
に
従

っ
て
詩
節
（
ア
ヌ
シ
ュ
ト
ゥ
ブ
、
シ
ュ
ロ
ー
カ
）
の
形
式
（
八
音
節
×
四
行 

＝ 

三
二
音
節
）
で
区
切
る
こ
と
に
し
た
。

36 

「
寂
静
な
ど
六
つ
の
〔
属
性
〕」。V

C
 17

註
参
照
。

37 
V

C
 20c: brahm

a satyaṃ
 jagan m

ithyety ... | 
＝ N

Ā
U

 35: tapa iti ca brahm
a satyaṃ

 jagan m
ithyety aparokṣajñānāgninā |

「
苦
行
と
は
ブ
ラ
フ
マ

ン
は
真
実
で
あ
り
、
世
界
は
虚
妄
で
あ
る
と
い
う
直
接
知
の
火
に
よ
る
こ
と
（
業
を
燃
や
す
こ
と
）
で
あ
る
」。

38 

「
過
失
」（doṣa

）
は
、『
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
貪
欲
（rāga

）・
嫌
悪
（dveṣa

）・
無
知
（m

oha

）
と
い
う
煩
悩
。N

S 4.1.3: tat trairāśyaṃ
 

rā gadveṣam
ohārthāntarabhāvāt ||

「
そ
れ
（
過
失
）
は
、
三
つ
の
集
ま
り
を
持
つ
。
貪
欲
・
嫌
悪
・
無
知
は
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
別
の
も
の
で
あ
る
か
ら
」。N

B
h 

ad N
S 4.1.3: teṣāṃ

 doṣāṇāṃ
 trayo rāśayas trayaḥ pakṣāḥ | tatra rāgapakṣaḥ kām

o m
atsaraḥ spṛhā tṛṣṇā lobha iti | dveṣapakṣaḥ krodha īrṣyā asūyā 

droho ’m
arṣa iti | m

ohapakṣo m
ithyājñānaṃ

 vicikitsā m
ānaḥ pram

āda iti |
「
こ
れ
ら
の
過
失
に
は
、
三
つ
の
集
ま
り
、
部
類
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
貪

欲
の
部
類
は
、
愛
欲
・
羨
望
・
熱
望
・
渇
愛
・
貪
愛
で
あ
る
。
嫌
悪
の
部
類
は
、
怒
り
・
嫉
妬
・
不
平
・
敵
意
・
不
忍
で
あ
る
。
無
知
の
部
類
は
、
誤
知
・

疑
惑
・
慢
心
・
怠
慢
で
あ
る
」。

39 

「
対
象
」（viṣaya

）。
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
対
象
、
目
的
と
す
る
。

40 
B

hG
 2.58: yadā saṃ

harate cāyaṃ
 kūrm

o ’ṅgānīva sarvaśaḥ | indriyāṇīndriyārthebhyas tasya prajñā pratiṣṭhitā ||

「
亀
が
肢
体
を
す
べ
て
収
め
る
よ
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う
に
、
人
が
感
官
の
対
象
か
ら
感
官
を
す
べ
て
収
め
る
と
き
、
そ
の
人
の
智
慧
は
安
住
す
る
」
参
照
。

41 
「
位
置
」（golaka

）
はM

adhavanada 1921

で
はcentres

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
前
田
一
九
八
〇
：
一
四
七
で
は
「
感
官
の
穴
（golaka

）」。

42 
「
両
方
の
諸
器
官
」。
耳
、
皮
膚
、
眼
、
鼻
、
鼻
、
舌
の
認
識
器
官
（
感
官
）
と
口
、
手
、
足
、
排
泄
器
、
生
殖
器
の
行
為
器
官
。V

C
 94

参
照
。

43 
こ
の
で
の
「
心
（
ブ
ッ
デ
ィ
）」
はV

C
 23

の
「
心
（
マ
ナ
ス
）」
と
同
義
。V

C
 23

「
自
分
の
対
象
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
に
心
（
マ
ナ
ス
）
が
常
に
安
住
す

る
こ
と
」＝ V

C
 27

「
心
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
が
清
浄
な
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
常
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
」。

44 

「
自
我
意
識
」（ahaṃ

kāra

）
と
は
「
私
は
身
体
で
あ
る
」「
身
体
は
私
の
も
の
で
あ
る
」
な
ど
の
自
我
に
執
着
す
る
意
識
の
こ
と
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
自
我
意

識
に
つ
い
て
は
、
中
村
一
九
八
九
ａ
：
五
二
三—

五
二
六
、
島
岩
『
シ
ャ
ン
カ
ラ
』（
清
水
書
院
、
二
〇
〇
二
）
一
〇
九—

一
二
二
参
照
。

45 

「
虚
妄
分
別
」（kalpita
）。
実
在
を
相
対
化
し
概
念
化
す
る
こ
と
。
概
念
は
非
実
在
で
あ
り
、
虚
妄
で
あ
る
。vikalpa, kalpanā, parikalpita

な
ど
も
分
別

を
意
味
す
る
。

46 

「
寂
静
な
ど
」。V

C
 17

註
参
照
。

47 

「
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）」。B

hG
 11.55: m

atkarm
akṛn m

atparam
o m

adbhaktaḥ saṅgavarjitaḥ | nirvairaḥ sarvabhūteṣu yaḥ sa m
ām

 eti pāṇḍava||

「
私

の
た
め
の
行
為
を
な
し
、
私
に
専
念
し
、
私
を
誠
信
し
、
執
着
を
離
れ
、
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
て
敵
意
の
な
い
者
、
彼
は
私
に
至
る
。
パ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
よ
」

参
照
。
誠
信
（bhakti

）
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
に
対
す
る
誠
信
を
説
くB

hG
 11.55

を
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
の
精
髄

（sāra

）
で
あ
る
と
言
う
。B

hG
B

h ad B
hG

 11.55: sarvasya gitāśāstrasya sārabhūtaḥ 

… |

「
す
べ
て
の
『（
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
）
ギ
ー
タ
ー
』
の
論
書
の
精

髄
」
参
照
。『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』6.10, 9.34, 18.65

な
ど
で
は
、
誠
信
と
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
に
専
念
、
専
心
し
、
自
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
を
ヴ
ィ
シ

ュ
ヌ
神
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
自
ら
の
思
想
の
典
拠
を
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
求
め
、
バ
ク
テ
ィ
に
は
注
意
を

払
わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前
田
一
九
八
〇
：
七
二
参
照
。V

C
 48

で
は
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）
は
、
解
脱
の
直
接
原
因
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
中
村
一
九
九
六
：
四
二
九
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
バ
ク
テ
ィ
（bhakti

）
は
、「〔
そ
れ
に
〕
専
念
す
る
」
と
い
う
意
味
。

48 

こ
こ
で
の
本
質
（svarūpa

）
と
は
ア
ー
ト
マ
ン
（ātm

an

）
の
こ
と
。V

C
 32c 

（svasvarūpānusaṃ
dhānaṃ

 bhaktir iti 

…
）
はV

U
 2.32a 

（svasvarūpānusaṃ
dhānān nṛtyantaṃ

 sarvasākṣiṇam
 |

「
各
自
の
本
質
に
心
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
目
撃
者
と
し
て
踊
っ
て
い
る
者
を
〔
瞑

想
す
る
と
解
脱
す
る
〕」）
と
同
じ
文
章
で
あ
る
が
、V

U

は
誠
信
（bhakti

）
の
定
義
で
は
な
く
瞑
想
の
説
明
。

49 
V

C
 32‒35

も
内
容
で
は
な
く
詩
節
で
区
切
っ
た
。

50 

「
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
」。
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
人
間
の
本
質
で
あ
り
、
実
在
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
不
二
一
元
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
と



30

は
梵
我
一
如
。

51 
「
既
述
の
手
段
」。V

C
 18

で
言
わ
れ
て
い
る
「
四
つ
の
成
立
手
段
」（
識
別
知
、
離
欲
、
寂
静
、
解
脱
願
望
）。

52 
「
燃
料
が
燃
え
尽
き
た
火
」
の
喩
え
に
つ
い
て
はŚU

 6.19: niṣkalaṃ
 niṣkriyaṃ

 śāntaṃ
 niravadyaṃ

 nirañjanam
 | am

ṛtasya paraṃ
 setuṃ

 

dagdhendhanam
 ivānalam

 ||

「
彼
（
大
自
在
神
）
は
、
部
分
な
く
、
活
動
せ
ず
、
寂
静
で
あ
り
、
欠
点
な
く
、
汚
れ
な
く
、
燃
料
を
燃
や
し
た
火
の
よ
う
で

あ
り
、
不
死
へ
の
最
高
の
架
け
橋
で
あ
る
」
参
照
。

53 

「
寂
静
で
…
人
々
が
お
ら
れ
ま
す
」。M

uU
 1.2.11: tapaḥśraddhe ye hy upavasanty araṇye śāntā vidvāṃ

so bhaikṣacaryāṃ
 carantaḥ | sūryadvāreṇa 

te virajāḥ prayānti yatrām
ṛt aḥ sa puruṣo hy avyayātm

ā ||

「
森
の
な
か
で
苦
行
と
信
仰
に
生
き
、
寂
静
で
乞
食
を
行
う
賢
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
離
欲

者
と
な
り
、
太
陽
の
門
を
通
り
、
か
の
不
死
の
プ
ル
シ
ャ
、
不
壊
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
い
る
と
こ
ろ
に
行
く
」
参
照
。

54 

「
真
理
を
知
る
人
々
」（santaḥ
）。V

C
 8

註
参
照
。

55 

「
道
」（gati

）。V
C

 45

「
道
（
手
段
）」（m

ārga

）
参
照
。

56 

「
手
段
」（upāya

）。
解
脱
の
手
段
。V

C
 45‒49

参
照
。

57 

「
心
〔
作
用
〕
が
寂
滅
」。V

C
 369

註
参
照
。

58 
V

C
 44: vidvān sa tasm

ā upasattim
 īyuṣe m

um
ukṣave sādhu yathoktakāriṇe | praśāntacittāya śam

ānvitāya tattvopadeśaṃ
 kṛpayaiva kuryāt || 

≒ 

M
uU

 1.2.13: tasm
ai sa vidvān upas annāya sam

yak praśāntacittāya śam
ānvitāya | yenākṣaraṃ

 puruṣaṃ
 veda satyaṃ

 provāca tāṃ
 tattvato 

brahm
avidyām

 ||

「
そ
の
賢
者
は
、
心
は
寂
滅
し
て
お
り
、
寂
静
を
具
え
、
正
し
い
態
度
で
近
づ
い
て
来
た
者
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
っ
た
不
滅
の
プ
ル
シ

ャ
の
真
理
の
知
識
、
か
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
知
識
を
如
実
に
語
っ
た
」。

59 

「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
」。
こ
こ
で
は
、
天
啓
聖
典
で
あ
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

60 
V

C
 48: śraddhābhaktidhyānayogān m

um
ukṣor m

ukter hetūn vakti sākṣāc chruter gīḥ | 

≒ K
aivU

 2: tasm
ai sa hovāca pitām

ahaś ca 

śraddhābhaktidhyānayogād avaiḥ ||

「
彼
に
祖
父
は
言
っ
た
。『
信
仰
と
誠
信
と
静
慮
と
瞑
想
と
か
ら
、
あ
な
た
は
〔
解
脱
の
手
段
を
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
』」。

61 

「
無
明
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
さ
れ
た
身
体
の
束
縛
か
ら
」。V

C
 28

「
無
知
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
さ
れ
た
も
の
の
束
縛
か
ら
」
参
照
。

62 

知
識
の
火
が
業
を
燃
や
す
例
に
つ
い
て
は
、B

hG
 4.37: yathaidhāṃ

si sam
iddho ’gnir bhasm

asātkurute ’rjuna | jñānāgniḥ sarvakarm
āṇi 

bhasm
asātkurute tathā ||

「
た
と
え
ば
、
燃
火
が
薪
を
完
全
に
灰
に
す
る
よ
う
に
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
よ
、
知
識
の
火
は
す
べ
て
の
業
を
完
全
に
灰
に
す
る
」
参

照
。
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63 

「
目
的
」（artha

）。
人
間
の
目
的
。
解
脱
。V

C
 5

註
参
照
。

64 
「
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
」。
身
体
の
こ
と
。V

C
 49

参
照
。

65 
「
四
三
二
京
年
」。
四
三
億
二
〇
〇
〇
万
（kalpa

）×
一
〇
〇
〇
万
（koṭi

）×
一
〇
〇
（śata

）。

66 
ヨ
ー
ガ
と
サ
ー
ン
キ
ャ
に
つ
い
て
は
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』（2.39

）
の
な
か
で
対
で
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
践
と
理
論
で
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
は
行
為
の
ヨ
ー
ガ
（karm

ayoga

）
を
意
味
す
る
。
上
村
一
九
九
二
：
一
五
三
に
よ
れ
ば
、
行
為
の
ヨ
ー
ガ
は
「
最
高
の
境
地
（
ヨ
ー
ガ
）
に
帰
結
す

る
行
為
。
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
行
為
そ
の
も
の
に
専
心
す
る
こ
と
」。
サ
ー
ン
キ
ャ
は
知
識
の
ヨ
ー
ガ
（jñānayoga

）
を
意
味
し
、B

hG
 2.12‒30

で
は
ア

ー
ト
マ
ン
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
こ
と
で
あ
る
。
上
村
一
九
九
二
：
一
四
七—

一
四
八
参
照
。

67 

「
知
識
」（vidyā

）。
解
脱
を
導
か
な
い
知
識
な
の
で
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
知
で
は
な
い
世
俗
知
。

68 

「
他
の
道
」。V

C
 224

註
参
照
。

69 

「
最
高
の
真
理
」。
梵
我
一
如
の
こ
と
。
瞑
想
体
験
に
よ
っ
て
の
み
体
得
で
き
る
。
論
書
に
よ
っ
て
は
知
ら
れ
な
い
。

70 

「
努
力
」（prayatna

）。
努
力
し
て
瞑
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
真
理
で
あ
る
梵
我
一
如
を
体
得
で
き
る
。

71 

瞑
想
と
し
て
の
ヨ
ー
ガ
の
実
修
を
せ
ず
に
、
と
い
う
意
味
。

72 

「
幻
」（m

āyā

）
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
と
っ
て
は
術
語
と
し
て
の
重
要
性
は
な
い
。
前
田
一
九
八
〇
：
二
三
八
参
照
。

73 
V

C
 72

註
参
照
。

74 

「
努
力
」（prayatna, yatna

）。V
C

 62

註
参
照
。

75 
M

adhavananda 1921

はprasakta

（
固
執
）
を
聖
典
命
令
（enjoined in the Scriptures

）
と
解
釈
す
る
。

76 

解
脱
の
直
接
原
因
に
つ
い
て
はB

Ā
U

 4.4.6: athākām
ayam

āno yo ’kām
o niṣkām

a āptakām
a ātm

akām
o na tasya prāṇā utkrām

anti | brahm
aiva san 

brahm
āpyeti ||

「
そ
れ
ゆ
え
、〔
ア
ー
ト
マ
ン
以
外
に
〕
欲
望
の
な
い
人
、
欲
望
が
な
く
、
欲
望
を
離
れ
、〔
ア
ー
ト
マ
ン
に
対
す
る
〕
欲
望
に
満
足
し
、
ア

ー
ト
マ
ン
〔
だ
け
〕
を
求
め
る
人
、
そ
の
人
の
諸
感
官
（
プ
ラ
ー
ナ
）
は
〔
死
ぬ
と
き
に
新
た
な
身
体
へ
入
る
た
め
に
〕
上
方
へ
出
て
い
か
な
い
。
彼
は
ブ

ラ
フ
マ
ン
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
行
く
」、B

Ā
U

 4.4.23: eṣa nityo m
ahim

ā brāhm
aṇasya na vardhate karm

aṇā no kanīyān | tasyaiva syāt 

padavit taṃ
 viditvā na lipyate karm

aṇā pāpakeneti | tasm
ād evaṃ

 vic chānto dānta uparatas titikṣuḥ sam
āhito bhūtvātm

any evātm
ānaṃ

 paśyati  | 

sarvam
 ātm

ānaṃ
 paśyati | nainaṃ

 pāpm
ā tarati | sarvaṃ

 pāpm
ānaṃ

 tarati | nainaṃ
 pāpm

ā tapati | sarvaṃ
 pāpm

ānaṃ
 tapati | vipāpo virajo 

’vicikitso brāhm
aṇo bhavati | eṣa brahm

alokaḥ sam
rāṭ | enaṃ

 prāpito ’sīti hovāca yājñavalkyaḥ |

「『
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
知
る
者
（
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
）
の
こ
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の
永
遠
の
偉
大
さ
は
、
業
に
よ
っ
て
増
減
し
な
い
。
ま
さ
に
そ
の
足
跡
を
知
る
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
れ
ば
、
悪
業
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
な
い
』

と
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
に
知
る
者
は
、
寂
静
で
、
自
己
制
御
し
て
お
り
、
平
静
で
、
忍
耐
が
あ
り
、
心
統
一
し
て
、
自
分
の
な
か
で
の
み
ア
ー
ト
マ
ン

を
見
て
、
す
べ
て
を
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
と
見
る
。
悪
が
彼
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
知
る
者
）
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、〔
彼
が
〕
す
べ
て
の
悪
を
超
え
る
。
悪
が

彼
を
焼
き
尽
く
す
の
で
は
な
く
、〔
彼
が
〕
す
べ
て
の
悪
を
焼
き
尽
く
す
。
彼
は
悪
が
な
く
、
欲
望
な
く
、
疑
い
の
な
い
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
知
る
者
（
ブ
ラ
ー
フ

マ
ナ
）
と
な
る
。
こ
れ
が
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
世
界
で
あ
る
、
大
王
よ
。
あ
な
た
は
そ
こ
に
到
達
し
て
い
る
と
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
は
言
っ
た
」
な
ど
参

照
。

77 

「
無
分
別
」
と
は
分
別
し
な
い
、
現
象
世
界
を
言
葉
で
相
対
的
に
表
現
し
な
い
こ
と
。「
寂
滅
」（śānti

）
と
同
義
。

78 

聴
聞
、
推
理
、
瞑
想
と
い
う
解
脱
の
階
梯
に
つ
い
て
は
す
で
に
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
の
な
か
で
言
わ
れ
て
い
る
。B

Ā
U

 2.4.5 

＝ 4.5.6: ātm
ā vā are 

draṣṭavyaḥ śrotavyo m
antavyo nididhyāsitavyo m

aitreyi |

「
お
お
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
見
ら
れ
る
べ
き
、
聞
か
れ
る
べ
き
、
考
え
ら
れ
る
べ
き
、
瞑
想
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
マ
イ
ト
レ
ー
イ
ー
よ
」
参
照
。V

C
 67

「
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
知
識
の
教
説
、
推
理
、
瞑
想
」
参
照
。




